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対    象 
 
対象は、WISC－Ⅲで知能指数 80 以上の幼稚園、小学校に通園・通学し
ている 5，6 歳の 39 名（男児 25 名、女児 14 名、平均年齢 5.5 歳±0.5、
平均月齢 69.8 ヶ月±6.1）を対象とした。 
 




項目 8 項目と、新たに設けた 2 項目で判定した。TTT が月齢での差や TTT









った。さらに TTT に性差はみられなかった。また、TTT の作品の特徴に
ついては、物品使用数で、1 点をとった小児は 23 名／27 名中であり、対
称性で、得点を取った小児は 10 名／27 名中であった。 
 
考    察 
 




あることが考えられ、TTT と WISC－Ⅲの下位項目には関連がみられる項 
目があったため、TTT の下位項目で、WISC－Ⅲの能力を有している項目 
があることが示された。さらに TTT で性差がみられなかったため、この検 
査では男女差のないことが示された。また、作品の特徴として、物品数 19 
個を使用した複雑な作品を作った場合でも、物品数 3 個を使用した単純な 
作品の場合でも、得られる得点が 1 点のため、物品使用数の得点の差が出  
難いと思われた。対称性は、TTT の他の項目と比較して、得点している小 






結    論 
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く 4）。  






























一方、小児用知能検査である WISC－Ⅲ（Wechsler Intelligence Scale for 



















題がなく、WISC－Ⅲで正常とされる IQ が 80 以上の、新潟市内に在住する私
立・公立の幼稚園、保育園、小学校に通園・通学している園児・児童、計 39 名











 はじめに WISC－Ⅲを実施し、IQ が正常範囲であることを確認した後に、TTT
を実施した。WISC－Ⅲは検査時間が長く、１回の施行では全ての検査を終わら
せることが困難であったため、全検査を 2 回から 3 回にわけて施行した。その
際、検査や環境の条件を統一した。 
 
1．小児用知能検査（ Wechsler Intelligence Scale for Children － Third 
Edition:WISC－Ⅲ）12） 














































1）何か作品を作ったか（1 点 以下結合） 
2）物品使用数：使われた物品の総計数を得点化 
（n≦20＝1 点、≦30＝2 点、≦40＝3 点、≦50＝4 点） 
3）作品の名称と外観の適合性（1 点 以下名称） 
4）a．可動性（可動する輪＝1 点） b．動く部分（1 点 以下可動性） 
5）対称性（2 方向＝1 点、4 方向＝2 点） 
6）三次元のものとなっているか（1 点 以下立体性） 
7）支えがなくても立って居られるか（1 点 以下安定性） 
8）誤り：a．不適合 b．不完全適合 c．落下（各－1 点ずつ） 












明らかにするために、今回の被験児である 60 から 79 か月児の中から、一番
小さい月齢から 6 か月の範囲の小児の群（60－66 か月：以下 60 か月群）13
名と、一番大きい月齢から 6 か月の範囲の小児の群（74－79 か月：以下 74
か月群）14 名の 2 群（計 27 名）を設け、以下の項目について検討した。な
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お、統計ソフトは Graphpad Prism 5J を使用した。 
 
2）検討項目 
（1）月齢を 2 群に分けた際の、TTT の下位項目と、新たに設けた項目の比較を、 
Mann－Whitney 検定にて分析を行なった。有意水準は 5％とした。 




Spearman の順位相関係数にて分析を行った。有意水準は 5％とした。 
（4）性別と、TTT の下位項目および新しく設けた項目の比較を、Mann－ 







1 月齢を 2 群に分けた際の、月齢と TTT の下位項目と新たに設けた項目であ
る総物品数と TTT の開始時間との比較（表 1、図 2.3.4） 
1）60 か月群と 74 か月群の関連として、月齢と、TTT の得点（p＜0.05）、可 
動性（p＜0.01）、開始時間（p＜0.01）に、それぞれ有意差がみられた。 
2）60 か月群の有意差がみられた項目の結果（平均値±標準偏差）は、得点 
5.0±1.4、可動性 0.3±0.5、TTT の開始時間 38.2±66.2 であった。 
3）74 か月群の有意差がみられた項目の結果（平均値±標準偏差）は、得点 






















1）結合で 1 点をとった小児は、25 名／27 名中であった。 
2）物品使用数で、1 点をとった小児は 23 名／27 名中であり、月齢の内訳と
して 60 か月群 10 名／13 名中、74 か月群 12 名／14 名中であった。 
新たに設けた項目である総物品数は 10 物品以下を使用している小児が 19
名／26 名中であり、月齢の内訳として、60 か月群は 9 名／13 名中、70 か
月群は 11 名／14 名中であった。 
3）対称性で、得点を取った小児は 10 名／27 名中であり、月齢での内訳とし
て、60 か月群では 5 名／13 名中、74 か月児では 5 名／14 名中であった。 
4）検査中に玩具で遊びながら作品を作る児がみられた。 










1 月齢と TTT について 














さらに、図 4 より、TTT の開始時間は、月齢により差があることが示さ
れた。TTT は遂行機能の検査で、Lezak は、遂行機能について、①意思、
②計画、③目的をもった行動の実行、④効果的な行為の一連の流れの 4 つ
の動作が必要であると述べている 5）6）。月齢が上がることで TTT の開始時




























































3 性別と TTT の比較について 
性別と TTT 検査の各項目との比較を行なったところ、男女での有意差はみら 
れなかった。これは、男女での TTT の得点の分布が近く、また、性別は TTT
には影響されないことが示された。 
 






2）物品使用数では、図 6a のように物品数 19 個を使用した複雑な作品を作った

















































1 60－79 か月児の中から、一番小さい月齢から 6 か月の範囲の小児の群（60
－66 か月）と、一番大きい月齢から 6 か月の範囲の小児の群（74－79 か月）
の 2 群を設け、TTT で差を検討したところ、月齢が上がると TTT の得点、お
よび可動性の得点が、上昇することが示された。また、新たに設けた項目で
ある TTT の開始時間は、月齢が上がるごとに減少することが示され、TTT が
発達に関連していることが示唆された。 
 
2  60 か月群と 74 か月群の 2 群に分け、TTT と WISC－Ⅲの関連を検討した
ところ、TTT の開始時間と数唱に発達的な関連があることが考えられる。 
 








5 TTT の下位項目の得点について、物品使用数では 10 物品以下の小児が多く、
この項目での現在の基準の得点幅が広いこと、対称性は 0 から 2 点と設定さ
れているが、今回の被験児では、対称性の得点をとる小児が少なかったため、
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図 1a ティンカートイ玩具 
 
 
図 1b  ティンカートイ玩具の外観 
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図 6a 19 ピースの作品例（自動車） 
 


























表 1  TTTの下位項目と新たに設けた項目の平均値 
 物品使用数 名称 対称性 立体性 安定性 結合 誤り 総物品数 
60－66ヶ月 1.2±0.4 0.7±0.4 0.5±0.8 0.7±0.5 0.7±0.5 0.8±0.4 0 9.8±8.8 
74－79ヶ月 1.1±0.5 1±0 0.5±0.7 1±0 0.7±0.4 1±0 0 9.4±8.9 
 
 
表 2 TTTの下位項目・新たに設けた項目とWISC－Ⅲの相関 
 結合 物品使用数 対称性 立体性 
符号 － － － －0.41 
絵画配列 －0.46 － － － 
積み木模様 － － 0.50 － 
類似 －0.39 － － － 
算数 － 0.48 － － 
理解 － － － －0.41 
数唱 －0.39 0.48 － － 
 
 
表 3 男児・女児の TTTの下位項目と新たに設けた項目の平均値 
 得点 物品使用数 名称 可動性 対称性 立体性 安定性 結合 誤り 総物品数 TTT開始時間 
男児 5.8±1.2 1.2±0.7 0.8±0.4 0.4±0.5 0.6±0.7 0.9±0.4 0.8±0.4 1.0±0.2 0 10.4±10.8 29.2±53.9 
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Tinker toys consist of pieces of several shapes with which various 
three-dimensionalshapes can be freely formed. Lezak developed a test called 
“Tinker Toy Test (TTT)” for evaluating the executive function of adults by 
using the toys. However, there have been no evaluation criteria for children, 
and little has been studied and understood on the relationship between 
Tinker toys and child development. In this study, the authors investigated 
the changes of TTT scores by development stage, changes in Tinker toy 
construction product by month age, and the relationships with the lower 
items of Wechsler Intelligence Scale for Children (WISC-III), aiming to 
clarify whether TTT is related or not to child development and whether it is 
applicable or not to children.  
2 
 
The subjects were 39 children aged 5 or 6 years who were attending to 
kindergarten or elementary school. We first checked that their IQ scores 
determined by WISC-III were within the ordinary range. Then the children 
were allowed to construct forms freely with Tinker toys. The products were 
judged by using the eight evaluation items developed by Lezak and two 
newly established items. To investigate to which item of WISC-III TTT 
scores are related, the subjects were divided into two age groups (27 children 
in total), and the scores were analyzed and compared.  
The analysis showed significant differences in TTT scores (p<0.05), 
mobility (p<0.05) and starting time (p<0.01) between the age groups, 
suggesting that these items are related to development. However, the other 
items showed no significant difference, suggesting that they are difficult to 
reflect the scores of children. Therefore, it is likely needed to establish new 
scoring criteria.  
Because there were items in TTT and WISC-III that were related to month 
age, they are likely related to the development of children. Also there were 
relationships between TTT scores and lower items of WISC-III, TTT is at 
least part of the function of WISC-III. 
 
 
 
